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【目 的】 骨格性 下顎前突症 患者 と矯 正医 の理想

とす る顔 貌の認識 の差異 を検 討す ること。

【対 象】骨格性下顎 前突症 と診 断 され た39名(男

性19名,女 性20名)を 対 象 と し,男 女 それ ぞれ を

Long-face群(男 性10名,女 性10名),Normal-

face群(男 性9名,女 性10名)に 分類 した。比 較

対象 は,平 均 臨床 経験21.4年 の 日本 矯正 歯科 学会

認定医10名 とした。

【方 法 】VIVID910(KONICA MINOLTA)を 用

いて,骨 格 性下顎 前突症患 者の咬 頭嵌合位 の顔 貌

を撮影 した。得 られたデ ー タをポ リゴン編集 ソフ

トで立体構築 され たデ ー タへ と変換 し,三 次元顔

貌画像 を作成 した。 この三 次元顔貌 画像上 に6つ

の 可 動 点(Ls,Stm,Li,Sm,Pogs,Mes)を

設 定 し,水 平的,垂 直的 に 自由 に変 形 させ,患 者

に は自己理想顔 貌 を,矯 正 医 には各患者 の理 想顔

貌の描画 を指示 した。両群 間の統 計学的解析 には

Mann-Whitney U-testを 用 い た。

【結 果】 矯正 医群 と比較 して,患 者 は全 ての群

で,Ls,Stmを 前 方 方向へ描 画 した。矯正 医群 は,

Long-face群 の 男 性 と比 較 して,Mesを 上 方 へ

描 画 した が,Normal-face群 と矯 正 医群 で は有

意 差 は 認 め ら れ な か っ た。Normal-face群,

Long-face群 の 女 性 は,矯 正 医 群 よ り も有 意 に

Mesを 上 方へ描 画 した。

【結 論】骨 格性 下顎前突症 患者 自身 と矯正 医 に

よ る理想顔 貌 を比較 した結 果 以下 の ことが示 唆

され た。① 男性患者,女 性患 者 と も,上 唇部 の前

後的 な認識 が矯正 医 と異 な る。②男性 患者,女 性

患者とも,下 顎の前後的位置関係は矯止医と同 じ

認識である。③男性患者は顔の長 さに関 して寛容

であるが,女 性患者は矯正医よりも短い顔貌を理

想 とする。④骨格性下顎前突症患者の治療の際は,

顔貌形態や性差の影響を考慮 した治療計画の立案

が必要である。


